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北山地区教育環境整備事業
1,690万円

情報セキュリティ強じん化対策事業
791万円

　さくら幼稚園、さくら小学校周辺の環境
整備を図る目的とし、さくら幼稚園前の用
地の土盛りを行い、道路と同じ高さにする
工事。

　・面　　積：2,306 ㎡
　・擁壁工事：延長 158m、高さ 2m

　総務省が構築している LGWANと、イン
ターネットの環境を分離する改修。
　また、個人番号を利用しているパソコンの
セキュリティを高める改修。

▲さくら幼稚園・小学校周辺の早急な環境整備が求められる

▲情報漏洩を防止するためより一層のセキュリティ強化が
　求められる

６月定例会の主な補正内容

「着実」に実行！
に使われます !!

平成２８年度６月補正
～主な内容を紹介します～
　　　　　補正額 3,545万円



3
北塩原議会だより
No.169
平成 28 年 7月発行

地域おこし協力隊設置事業
335万円

スクールワゴン運行事業
232万円

　地域おこし協力隊の人件費と活動費。
　今年の６月より新たに１名の地域おこし
協力隊員が当村で採用され、現在３名の方々
が地域おこし協力隊として村の PRや活性化
のために活動しています。

　スクールバスの運行業務委託料で、これま
で大塩地区からさくら小までの児童の通学手
段としてスクールバス、スクールワゴンによ
り直営で行ってきましたが、人員等の不足に
より外部に委託をするための経費。

▲左より赤木進二さん、勝川清史さん、柴田健一さん

▲子どもたちが安全に通学できる環境を整備

福島県省エネ意識向上
プロジェクト事業

100万円
　補助事業を受け、裏磐梯中学校の特別教室を対
象とした照明器具の改修（LED化）により、省エ
ネ化を図るもの。

▲明るく、環境に優しい設備へのシフトチェンジ

住んでよかったと「実感」できる村づくりを
今回議決された一般会計補正予算はこのよう
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   うなことが決まりました！

百
条
委
員
会
設
置

百
条
委
員
会
設
置

真
相
解
明
が
急
務
！

真
相
解
明
が
急
務
！

　

今
定
例
会
に
お
い
て
、
百
条

委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
調
査
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
詳
細
は

左
記
の
と
お
り
で
す
。

１
．
調
査
事
項

　

村
長
に
よ
る
横
領
隠
蔽
工
作
疑

惑
問
題
調
査
に
関
す
る
事
項

２
．
特
別
委
員
会
の
設
置

　

地
方
自
治
法
第
１
０
９
条
及
び

北
塩
原
村
議
会
委
員
会
条
例
第

４
条
の
規
定
に
よ
り
委
員
９
名

で
構
成
す
る
村
長
に
よ
る
横
領

隠
蔽
工
作
疑
惑
問
題
調
査
特
別

委
員
会
を
設
置
し
、
こ
れ
に
付

託
し
て
行
う
。

３
．
調
査
権
限

　

本
議
会
は
１
に
揚
げ
る
事
項
の

調
査
を
行
う
た
め
、
地
方
自
治

法
第
１
０
０
条
第
１
項
及
び
同

法
第
98
条
第
１
項
の
権
限
を
村

長
に
よ
る
横
領
隠
蔽
工
作
疑
惑

問
題
調
査
特
別
委
員
会
に
委
任

す
る
。

定例会・臨時会　あらまし
６月定例会は６月８日から 17 日までの 10 日間の会期で開催されました。
　１日目に、村長招集あいさつ並びに提案理由の説明を行い、３件の報告がなされ、その後、一般質問を
行い、２名の議員が村政を質しました。２日目も引き続き２名の議員が一般質問を行い、その後、条例改
正案２件、一般会計及び特別会計の補正予算案２件についての説明を受けました。第３日目には常任委員
会を開催し、付託された案件、議案等の審議を行いました。
　そして、各議案についての質疑、討論、採決を行い６議案について原案のとおり可決しました。
　また、６月 27 日に臨時会が開催され契約１件、条例１件、補正予算２件を原案のとおり可決しました。

平成 28 年第３回定例会
【報告第２号】平成 27 年度喜多方地方土地開発公社事業報告及び決算書について

【報告第３号】平成 27 年度北塩原村一般会計繰越明許費繰越計算書について

【報告第４号】平成 27 年度北塩原村簡易水道事業費特別会計繰越明許費繰越計算書について

【議案第 40 号】北塩原村税条例等の一部を改正する条例      【可　決】
　○地方税法等の改正に合わせて、所要の改正をするもの。

【議案第 41 号】北塩原村固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例    【可　決】
　○文言の整理を行うもの。

【議案第 42 号】平成 28 年度北塩原村一般会計補正予算（第２号）     【可　決】
　○詳細は、2、3ページを参照。

【議案第 43 号】平成 28 年度北塩原村特定環境保全下水道事業特別会計補正予算（第１号）  【可　決】

【意見書１号】「被災児童生徒就学支援等事業交付金」による十分な就学支援を要請する意見書 【可　決】
　○結　果：採　択
　○提出先：文部科学大臣、復興大臣、総務大臣、財務大臣
　○概　要：福島県内外で避難生活を送る経済的に困窮している家庭の子ども
　　　　　　子どもたちの就学・修学に対し、いき届いた支援が保障されるよう要請するもの。

【発議第 1号】村長による横領隠蔽工作疑惑問題調査に関する決議について    【可　決】
　○関連記事：詳細は下記及び、8、9ページの一般質問を参照
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定例会・臨時会ではこのよ    
平成 28 年第４回臨時会
【議案第 44 号】裏磐梯浄化センター長寿命化電気設備工事請負契約について   【可　決】

【議案第 45 号】北塩原村国民健康保険税条例の一部を改正する条例     【可　決】

【議案第 46 号】平成 28 年度北塩原村一般会計補正予算（第３号）     【可　決】

　《一般会計補正予算の主な内容》
　　○工場等立地促進事業：工場等の立地に伴う環境整備工事、取り付け道路工事費 ３, ４４５万円
　　○いこいの森管理事業：施設管理費（ラビスパ裏磐梯温泉ポンプの保守点検業務委託料） ３, １３２万円
　　○国民健康保険事業費特別会計への繰出金      １, ０００万円

【議案第 47 号】平成 28 年度北塩原村国民健康保険事業費特別会計補正予算（第１号）  【可　決】

　

平
成
28
年
度
北
塩
原
村
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
の
内
容

の
一
部
に
つ
い
て
、
討
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

【
反 

対 

討 

論
】

　

小　

椋　

元　

議
員

　

本
来
で
あ
れ
ば
健
康
増
進
施

設
ラ
ビ
ス
パ
裏
磐
梯
が
出
来
た

当
初
の
湯
量
や
湯
温
の
表
示
で

あ
れ
ば
、
こ
う
い
っ
た
多
額
の

費
用
を
か
け
た
ポ
ン
プ
の
保
守

点
検
委
託
料
な
ん
て
い
う
の
は

発
生
し
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
ラ
ビ
ス
パ
裏
磐
梯
の

経
営
状
況
を
よ
く
考
慮
し
な
い

で
安
易
に
こ
う
し
た
多
額
の
補

正
予
算
を
計
上
す
る
こ
と
は
認

め
ら
れ
な
い
と
思
う
の
で
こ
の

議
案
に
対
し
て
反
対
す
る
も
の

で
あ
る
。

　

こ
の
健
康
増
進
施
設
ラ
ビ
ス

パ
裏
磐
梯
は
村
の
施
設
で
あ

り
、
こ
う
し
た
施
設
で
は
、
定

期
的
な
保
守
や
点
検
と
い
う
も

の
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

　

同
施
設
で
は
過
去
に
設
備
の

不
具
合
等
で
温
泉
が
出
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
っ

た
。

　

こ
う
し
た
経
緯
を
含
め
て
考

慮
す
る
と
同
施
設
の
保
守
点
検

業
務
委
託
は
必
要
で
あ
る
思
う

の
で
、
今
回
提
出
さ
れ
た
議
案

に
対
し
て
賛
成
と
す
る
も
の
で

あ
る
。

　

小　

椋　
　

眞　

議
員

【
賛 
成 

討 

論
】

平
成
28
年
度
北
塩
原
村
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

《
賛
成
・
反
対
の
意
見
を
表
明
》

※
用
語
解
説

　

百
条
委
員
会
と
は
、
地
方

自
治
法
第
１
０
０
条
に
基
づ

き
、
地
方
議
会
が
設
置
す
る

委
員
会
を
い
う
。

　

ま
た
、
通
常
の
「
調
査
の
対

象
」
は
地
方
自
治
法
の
第
２

条
第
２
項
に
定
め
る
「
町
村
が

処
理
す
る
事
務
」
で
あ
り
、
そ

の
調
査
権
を
そ
の
委
員
会
か
、

ま
た
は
所
管
の
常
任
委
員
会
へ

付
託
し
て
、
調
査
を
進
め
る
も

の
と
さ
れ
て
い
る

４
．
調
査
期
間

　

１
に
揚
げ
る
調
査
が
終
了
す
る

ま
で
。

５
．
構
成
委
員

　

委
員
長　

蟹
巻　

尚
武

　

副
委
員
長　

遠
藤　

和
夫

　

委　
　

員　

小
椋　
　

眞

　

委　
　

員　

小
椋　
　

元

　

委　
　

員　

五
十
嵐
力
雄

　

委　
　

員　

遠
藤　

祐
一

　

委　
　

員　

五
十
嵐
正
典

　

委　
　

員　

五
十
嵐
善
清

　

委　
　

員　

若
林　

幸
子
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定例会・臨時会での主な質疑内容

蟹
巻　

尚
武　

議
員

【
議
案
第
42
号
】

平
成
28
年
度
北
塩
原
村
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

内
容

 

問
　

さ
く
ら
幼
稚
園
前
に
お
け
る

土
盛
り
の
工
事
は
、
ど
の
く
ら

い
の
時
期
に
完
成
す
る
も
の
な

の
か
。

 

答
（
建
設
課
長
）

　

現
在
、
代
行
等
の
工
事
も
や

っ
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
で
あ
る

程
度
の
残
土
を
確
保
で
き
れ

ば
、
年
度
内
に
完
成
で
き
る
と

思
っ
て
い
る
が
、
県
等
と
の
打

ち
合
わ
せ
を
行
い
な
が
ら
、
早

急
に
完
成
で
き
る
よ
う
進
め
て

い
き
ま
す
。

 

答
（
建
設
課
長
）

　

10
年
以
上
経
過
し
た
も
の

は
、
長
寿
命
化
対
策
の
対
象
と

な
り
ま
す
が
、
10
年
以
上
経
過

し
た
も
の
で
も
す
ぐ
に
破
損
す

る
可
能
性
は
低
い
の
で
、
今
現

在
と
し
て
は
20
年
前
後
を
目
安

に
行
っ
て
い
ま
す
。

 

問
　
長
寿
命
化
対
策
と
は
、
ど

の
位
の
期
間
が
経
過
し
た
設
備

が
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
か
。

【
議
案
第
44
号
】

裏
磐
梯
浄
化
セ
ン
タ
ー
長

寿
命
化
電
気
設
備
工
事
請

負
契
約
内
容小

椋　

元　

議
員

小
椋　

眞　

議
員

【
議
案
第
44
号
】

平
成
28
年
度
北
塩
原
村
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

内
容

 

問
　

今
回
計
上
さ
れ
て
い
る
、
工

場
等
立
地
促
進
事
業
の
経
費
に

お
い
て
、
道
路
の
取
り
付
け
工

事
よ
り
も
道
路
沿
い
の
土
地
を

買
収
し
た
方
が
よ
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
。

　

ま
た
、
や
り
方
次
第
で
は
事

業
費
を
も
っ
と
抑
え
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

 

答
（
総
務
企
画
課
長
）

　

こ
れ
ま
で
、
企
業
が
進
め
て

き
た
立
地
の
選
定
や
、
国
道
か

ら
進
入
す
る
際
の
、
渋
滞
の
緩

和
や
安
全
性
の
確
保
と
い
っ
た

観
点
を
考
慮
し
て
計
画
の
判
断

に
至
り
ま
し
た
。

 

問
　

本
来
、
村
が
行
う
企
業
誘
致

の
仕
方
は
、
補
助
金
を
出
し
て

支
援
す
る
と
い
っ
た
形
が
望
ま

し
い
の
で
は
い
か
。

　

今
回
の
ケ
ー
ス
で
は
、
村
が

道
路
取
り
付
け
工
事
を
実
施
す

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ

の
件
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

答
（
総
務
企
画
課
長
）

　

企
業
立
地
の
条
例
に
基
づ
い

て
該
当
す
る
額
の
補
助
金
の
み

を
当
初
予
算
に
計
上
し
て
い
ま

し
た
。
地
権
者
と
の
交
渉
や
農

地
法
の
許
認
可
等
の
こ
と
を
、

村
と
企
業
と
で
協
議
し
進
め
て

き
た
経
過
が
あ
り
、
ま
た
、
工

場
立
地
促
進
条
例
の
中
で
環
境

整
備
の
面
で
村
も
協
力
す
る
こ

と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、

今
回
、
こ
う
し
た
経
費
を
計
上

し
ま
し
た
。

定 

例 

会

臨 

時 

会
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４
人
の
議
員
が
一
般
質
問

ズバリ ! !

議
員
が
村
の
行
政
全
般
に
つ
い
て
、
事
務
の
執
行
状
況
や

将
来
の
方
針
等
に
つ
い
て
の
所
信
や
疑
問
を
た
だ
す
こ
と
で
、

報
告
や
説
明
を
求
め
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

一
般
質
問
と
は
？

あなたも議会傍聴に来てみませんか？
次回の定例会は 9月上旬頃 開会予定です。

議会傍聴、議会だよりのお問い合せは議会事務局まで。
TEL：（２３）３２６３　　FAX：（２５）７３５８
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一
般
質
問
❶

問社
会
派
情
報
誌
に
小
椋
村
長

が
隠
蔽
し
た
横
領
事
件
と
い
う

記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
の
こ
と
は
事
実
な
の
か
。

答
（
村
長
）

私
が
務
め
る
第
３
セ
ク
タ
ー

の
会
社
に
お
い
て
、
社
員
に
よ

る
私
的
流
用
が
平
成
20
年
12
月

に
会
計
事
務
所
か
ら
の
報
告
書

に
よ
り
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

問事
案
発
覚
時
、
会
社
の
社
長

は
誰
だ
っ
た
か
。

答
（
村
長
）

平
成
20
年
９
月
か
ら
私
が
代

表
取
締
役
社
長
を
し
て
い
ま
し

た
。問使

い
込
み
の
報
告
を
会
計
士

か
ら
受
け
た
後
、
ど
う
対
応
し

た
の
か
。

答
（
村
長
）

ま
ず
、
会
社
の
被
害
を
回

復
す
る
た
め
に
、
個
人
的
に

２
０
０
万
円
を
そ
の
会
社
員
に

貸
し
ま
し
た
。

小
椋 

元

問使
い
込
み
、
横
領
は
犯
罪
で

あ
る
が
、
こ
の
こ
と
に
対
し
、

村
長
の
認
識
は
ど
う
か
。

答
（
村
長
）

横
領
は
犯
罪
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
第
３
セ
ク
タ
ー
の

当
時
の
判
断
と
し
て
は
、
村
の

振
興
と
発
展
、
さ
ら
に
は
村
民

の
暮
ら
し
の
向
上
を
目
的
と
し
、

村
も
出
資
し
て
設
立
さ
れ
た
背

景
を
鑑
み
、
被
害
の
回
復
を
最

優
先
に
判
断
し
ま
し
た
。

問こ
の
事
実
を
隠
蔽
し
た
と
い

う
こ
と
も
、
ま
た
犯
罪
で
は
な

い
の
か
。
そ
う
い
っ
た
認
識
は

あ
る
か
。

答
（
村
長
）

隠
蔽
し
た
つ
も
り
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
こ
の
事
実
を

取
締
役
会
等
の
中
で
報
告
で
き

な
か
っ
た
こ
と
に
対
し
ま
し
て
は
、

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

問通
常
で
あ
れ
ば
、
横
領
が
発

覚
し
た
時
点
で
、
即
刻
、
そ
の

社
員
を
懲
戒
免
職
と
い
っ
た
措

置
が
と
ら
れ
る
べ
き
だ
っ
た
と

思
う
が
、
な
ぜ
自
分
で
責
任
を

と
ろ
う
と
し
た
の
か
。

答
（
村
長
）

会
社
の
被
害
回
復
を
最
優
先

と
考
え
、
弁
護
士
と
も
相
談
し

た
結
果
、
そ
う
い
う
判
断
を
し

ま
し
た
。

問村
も
補
助
金
を
出
し
て
い
る

以
上
、
そ
う
い
っ
た
考
え
で
は

村
民
も
納
得
せ
ず
、
村
長
の
資

格
も
な
い
と
思
う
が
、
ど
う
認

識
し
て
い
る
の
か
。

答
（
村
長
）

今
後
は
、
二
度
と
こ
う
し
た

こ
と
が
な
い
よ
う
、
事
実
関
係

を
明
ら
か
に
し
、
報
告
義
務
を

怠
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

▲【写真】早急な事実関係の解明が求められる

Q. 社会派情報誌に掲載された内容は事実なのか

A. 記事のすべてが事実ということではない
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問本
年
の
４
月
１
日
か
ら
施
行

さ
れ
て
い
る
同
条
例
に
つ
い
て
、

企
業
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
助

成
要
件
を
見
直
す
よ
う
提
案
し

た
が
、
そ
の
後
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

答
（
総
務
企
画
課
長
）

現
在
、
こ
の
制
度
を
活
用
し

た
案
件
が
あ
り
、
現
在
、
実
行

中
の
事
業
完
了
後
に
次
の
改
正

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問現
在
の
助
成
制
度
の
対
象
と

な
る
条
件
を
緩
和
す
る
と
同
時

に
、
助
成
の
対
象
を
拡
大
し
、

よ
り
多
く
の
方
々
が
村
内
で
働

け
る
環
境
整
備
が
急
務
で
は

な
い
か
。
村
へ
の
企
業
誘
致
は
、

雇
用
の
確
保
、
ゆ
く
ゆ
く
は
人

口
減
少
へ
の
歯
止
め
に
も
繋
が

る
施
策
で
あ
る
の
で
、
よ
り
多

く
の
人
や
企
業
が
来
る
条
例
の

策
定
を
す
べ
き
で
あ
る
。

答
（
総
務
企
画
課
長
）

こ
の
条
例
は
、
将
来
の
税
収

等
を
考
慮
し
た
設
計
と
な
っ
て

お
り
、
議
員
ご
指
摘
の
件
は
制

度
自
体
の
見
直
し
と
い
う
こ
と

に
も
な
り
ま
す
の
で
、
勉
強
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問月
刊
誌
に
掲
載
さ
れ
た
記
事

の
真
相
と
村
長
の
政
治
姿
勢
に

つ
い
て
ど
う
認
識
し
て
い
る
の

か
。答

（
村
長
）

こ
の
報
道
の
中
で
村
へ
の
信

用
を
失
墜
さ
せ
た
こ
と
を
深
く

反
省
し
て
い
ま
す
。
政
治
信
条

は
、
産
業
の
振
興
と
村
民
の
暮

ら
し
の
向
上
を
就
任
以
来
か
か

げ
、
そ
れ
は
今
も
変
わ
っ
て
い
ま

せ
ん
。

問当
時
の
健
康
増
進
施
設
の
就

業
規
則
に
基
づ
い
て
懲
戒
解
雇

せ
ず
に
、
継
続
雇
用
を
し
返
済

さ
せ
て
い
た
。
こ
の
判
断
は
、

誰
が
し
た
の
か
。

答
（
村
長
）

最
終
的
な
判
断
は
私
で
す
。

問返
済
期
間
中
に
当
事
者
の
給

与
や
賞
与
に
便
宜
を
は
か
っ
た

こ
と
は
あ
る
か
。

答
（
村
長
）

一
般
質
問
❷

▲【写真】事実の解明と村長の政治姿勢を言及

Ｑ
．工
場
等
立
地
促
進
条
例
の
助
成
見
直
し
は
い
つ
さ
れ
る
の
か

遠
藤 

和
夫

Ａ
．現
在
実
行
中
の
企
業
の
事
業
完
了
後
に
再
検
討
予
定

便
宜
を
図
っ
た
こ
と
は
な
い
が
、

給
与
の
減
俸
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

賞
与
に
つ
い
て
も
固
定
給
か
ら

換
算
し
て
支
給
し
ま
し
た
。

問毎
月
の
当
事
者
の
給
与
か
ら

返
済
金
を
差
し
引
い
て
完
済
さ

せ
た
と
い
う
こ
と
は
、
職
務
専

念
義
務
違
反
に
あ
た
る
。
そ
し

て
、
受
領
書
の
代
わ
り
に
使
用

し
た
公
的
な
名
刺
の
写
し
は
本

物
か
。

答
（
村
長
）

は
い
、
そ
れ
は
本
物
で
す
。

問就
業
規
則
に
対
す
る
職
務
怠

慢
、
業
務
中
の
返
済
業
務
の
処

理
指
示
、
受
領
書
の
公
私
混
同

と
い
っ
た
背
景
か
ら
も
村
長
と

し
て
は
何
ら
か
の
責
任
を
取
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が

い
か
が
か
。

答
（
村
長
）

私
自
身
、
村
政
に
対
し
て
信

頼
を
失
わ
せ
た
こ
と
、
責
任
者

と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
数
々
の
不

祥
事
に
関
し
て
、
深
く
お
詫
び

を
申
し
上
げ
て
、
信
頼
回
復
に

邁
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

Q. 月刊誌報道の真相に対する村長の
　 責任はどうとるのか

A. 信頼の回復に全力で努めていきたい



10
北塩原議会だより
No.169
平成 28 年 7月発行

一
般
質
問
❸

問一
昨
年
か
ら
、
狐
鷹
森
よ
り

出
さ
れ
て
い
る
継
続
要
望
で
、

側
溝
の
改
修
は
実
施
さ
れ
た
か
。

答
（
建
設
課
長
）

狐
鷹
森
の
件
は
、
グ
レ
ー
チ

ン
グ
を
入
れ
替
え
る
よ
う
に
手

配
し
て
い
ま
す
。

問村
を
訪
れ
る
観
光
客
や
村
民

の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
、

も
っ
と
ま
め
に
道
路
の
整
備
や

点
検
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い

の
か
。

答
（
建
設
課
長
）

点
検
は
ま
め
に
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。
整
備
に
つ
い
て
は
予

算
の
範
囲
内
で
要
望
に
あ
る
緊

急
性
の
高
い
も
の
か
ら
順
次
対

応
し
て
い
き
ま
す
。

問災
害
に
備
え
、
継
続
要
望
の
件

も
早
急
に
対
応
で
き
な
い
の
か
。

答
（
村
長
）

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
軽
微

な
修
繕
や
補
修
は
す
ぐ
に
対
応

し
た
い
が
、
新
規
や
大
規
模
な
も

の
に
つ
い
て
は
、
計
画
的
に
整
備

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問住
民
の
高
齢
化
に
伴
い
、
安

心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
交
通

手
段
の
充
実
を
図
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

答
（
住
民
課
長
）

交
通
弱
者
で
あ
る
子
ど
も
や

高
齢
者
の
方
々
の
交
通
確
保
を

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問人
に
よ
っ
て
は
バ
ス
停
ま
で

の
距
離
が
２
キ
ロ
に
な
る
方
も

お
り
、
バ
ス
に
乗
る
ま
で
も
苦

労
し
て
い
る
。
バ
ス
以
外
で
も

乗
用
車
等
で
の
運
行
は
検
討
で

き
な
い
の
か
。

答
（
住
民
課
長
）

集
落
に
よ
っ
て
は
、
そ
う
し

た
状
況
は
あ
り
ま
す
が
、
過
去▲【写真】加速する高齢化の中で交通の確保を図る施策が急がれる

Q. 災害に備えて普段から村内の
　 道路整備や点検は万全か

A.日常の点検を強化していく
若
林 

幸
子

問突
然
発
生
す
る
災
害
に
対
し
、

村
で
は
普
段
か
ら
道
路
の
整
備

や
点
検
は
実
施
し
て
い
る
の
か
。

答
（
建
設
課
長
）

道
路
の
整
備
、
日
常
の
点
検

を
行
い
安
全
安
心
の
確
保
に
努

め
て
い
ま
す
。

Ｑ
．高
齢
化
に
伴
う
交
通
の
確
保
と
充
実
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か

Ａ
．対
応
策
を
協
議
、検
討
し
て
取
り
組
ん
で
い
く

に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
運
行

さ
せ
て
い
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
の

で
、
そ
う
し
た
状
況
を
見
な
が

ら
、
村
全
体
の
交
通
対
策
を
検

討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問高
齢
化
に
よ
り
医
療
機
関
へ

の
移
動
が
困
難
な
方
も
い
る
中

で
、
乗
用
車
等
の
運
行
に
関
し
、

日
時
を
決
め
、
運
行
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

答
（
住
民
課
長
）

先
ほ
ど
と
重
複
し
て
し
ま
い

ま
す
が
、
以
前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
よ
う
な
も
の
を
運
行
し

て
い
た
経
緯
も
あ
り
ま
す
の
で
、

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。問村

民
の
安
全
安
心
を
確
保
す

る
意
味
で
も
、
住
民
の
交
通
確

保
は
急
を
要
す
る
課
題
だ
と
思

う
が
、
い
つ
ま
で
に
実
施
で
き

る
か
。

答
（
住
民
課
長
）

路
線
バ
ス
の
事
業
者
と
の
協

議
や
、
自
動
車
及
び
職
員
の
確

保
と
い
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
こ
の
場
で
い
つ
ま
で
と
は
言

え
ま
せ
ん
が
、
検
討
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
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一
般
質
問
❹

答
（
村
長
）

村
の
魅
力
で
も
あ
る
、
豊
か

な
自
然
を
活
用
し
、
観
光
客
の

ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
誘
客
を
考
え
て

い
る
が
、
ど
の
時
期
に
来
て
も

見
ど
こ
ろ
あ
る
地
域
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

問農
業
従
事
者
は
何
名
い
て
、

小
椋 

眞

ど
の
位
の
所
得
が
あ
る
の
か
。

答
（
農
林
課
長
）

平
成
27
年
度
の
農
林
業
セ
ン

サ
ス
よ
り
２
９
８
名
で
、
所
得

に
つ
い
て
は
、
統
計
上
の
平
均

が
出
て
い
な
い
た
め
、
こ
ち
ら

で
算
出
し
た
額
は
１
人
当
た
り
、

１
０
０
万
円
程
度
の
収
入
か
と

思
い
ま
す
。

問所
得
が
ま
だ
ま
だ
低
い
以
上
、

北
塩
原
大
使
を
務
め
る
榎
本
さ

ん
等
に
お
願
い
し
て
、
農
業
指

導
を
す
る
と
い
っ
た
施
策
も
で

き
る
の
で
は
な
い
か
。

答
（
農
林
課
長
）

現
在
も
東
京
農
業
大
学
と
連

携
協
定
を
結
び
、
現
地
を
歩
い

て
、
新
規
作
物
等
の
作
付
や
指

導
を
し
て
い
ま
す
。

問村
で
は
商
工
会
や
観
光
協
会

に
イ
ベ
ン
ト
の
補
助
金
を
出
し

て
い
る
が
、
こ
れ
は
ど
う
い
っ
た

補
助
な
の
か
。

答
（
商
工
観
光
課
長
）

イ
ベ
ン
ト
の
補
助
金
は
、
観

光
誘
客
の
一
環
と
イ
ベ
ン
ト
運
営

の
経
費
と
し
て
補
助
金
を
出
し

て
い
ま
す
。

問
　

補
助
を
出
す
こ
と
で
助
か
っ

て
い
る
部
分
も
あ
る
と
思
う
が
、

地
元
の
所
得
向
上
に
は
繋
が
っ

て
い
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

答
（
商
工
観
光
課
長
）

こ
れ
ま
で
は
、
地
元
の
方
の

所
得
の
向
上
に
繋
が
る
と
い
う

認
識
で
い
ま
し
た
が
、
以
前
と

比
較
し
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
体
制

や
周
辺
環
境
の
変
化
か
ら
所
得

に
繋
が
る
部
分
は
少
な
く
な
っ

て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

問こ
う
し
た
補
助
は
、
地
元
の

所
得
向
上
に
繋
が
る
よ
う
に
考

え
て
補
助
を
出
す
べ
き
で
あ
る
。

最
後
に
、
村
の
宝
で
も
あ
る

子
ど
も
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動

に
関
し
、
親
の
負
担
も
考
慮
し
、

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や
部
活
動
へ
、

も
っ
と
補
助
や
支
援
を
す
る
べ

き
で
は
な
い
の
か
。

答
（
教
育
長
）

議
員
ご
指
摘
の
件
は
、
教
育

委
員
会
で
も
喫
緊
の
課
題
と
認

識
し
て
お
り
、
今
後
、
検
討
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
農
業
と

　
　
　
　
　

観
光
に
つ
い
て

問本
村
は
、
村
発
足
以
来
62
年

の
年
月
の
中
で
農
業
と
観
光
を

柱
に
、
そ
の
他
多
く
の
社
会
資

本
の
整
備
が
な
さ
れ
、
現
在
で

は
、
教
育
文
化
の
施
設
、
道
路

交
通
網
の
整
備
、
社
会
福
祉
の

向
上
等
の
充
実
が
な
さ
れ
て
参

り
ま
し
た
こ
と
は
、
周
知
の
通

り
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
財
政

力
の
健
全
化
も
な
さ
れ
、
他
市

町
村
と
の
合
併
も
考
え
る
事
も

な
し
に
、
大
手
を
振
っ
て
ゴ
ー

イ
ン
グ
マ
イ
ウ
ェ
イ
と
前
進
す
る

事
が
出
来
る
事
は
村
政
に
か
か

わ
る
諸
先
輩
方
の
努
力
の
賜
も

の
と
深
く
心
に
と
ど
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
生
活

環
境
、
特
に
住
民
生
活
の
基
本

で
あ
る
個
人
所
得
の
向
上
を
考

え
る
と
き
、
農
業
に
つ
い
て
は

基
盤
整
備
も
な
さ
れ
、
優
良
な

る
米
の
生
産
も
さ
れ
、
天
皇
陛

下
に
献
上
も
な
さ
れ
る
様
に
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、
促
成
栽
培
施
設
（
パ

イ
プ
ハ
ウ
ス
）
も
促
進
さ
れ
て
、

野
菜
の
生
産
販
売
も
盛
ん
に
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、
高
冷
野
菜
の
生
産
拡

大
も
な
さ
れ
て
参
り
ま
し
た
が

今
い
ち
農
業
経
済
の
向
上
を
図

り
若
者
が
喜
ん
で
経
営
に
参
加

可
能
に
す
る
た
め
の
採
算
性
の

向
上
施
策
が
望
ま
れ
て
い
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
が
村
の
考
え

を
伺
う
。

観
光
に
つ
い
て
は
一
時
は
飛
ぶ

鳥
も
落
す
勢
い
で
、
笑
い
が
止

ま
ら
な
い
盛
況
な
時
期
も
あ
り

ま
し
た
が
、
現
状
で
は
衰
勢
に

て
飛
ぶ
鳥
が
今
に
も
地
上
に
落

下
す
る
様
な
寂
し
い
あ
わ
れ
な

姿
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
企
業
努
力
も
限
界
に
あ
り
、

ど
う
す
る
事
も
出
来
な
い
現
状

を
見
る
時
、
村
の
二
大
産
業
の

片
肺
が
こ
わ
れ
つ
つ
あ
り
、
こ

れ
で
良
い
の
か
と
深
く
胸
を
痛

め
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
幸

い
に
も
今
年
か
ら
は
小
椋
村
政

の
仕
上
げ
の
任
期
を
迎
え
る
事

だ
ろ
う
と
多
く
の
村
民
が
期
待

を
寄
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
が
、
人
々
の
幸
せ
は
先
ず
、

第
一
に
豊
か
な
ふ
と
こ
ろ
に
あ
る

も
の
で
す
。
個
人
の
所
得
の
向

上
こ
そ
欠
け
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

豊
か
な
心
、
そ
れ
を
囲
む
ふ
と

こ
ろ
こ
そ
、
幸
せ
の
原
点
で
あ

る
の
で
す
。
如
何
に
し
て
、
本

村
の
二
大
産
業
で
あ
る
農
業
と

観
光
の
振
興
を
ど
の
様
に
振
興

政
策
す
る
の
か
、
幸
せ
な
住
民

生
活
が
出
来
る
た
め
に
は
、
そ

の
収
益
を
何
処
に
求
め
た
ら
良

い
の
か
、
そ
の
手
綱
を
引
く
の

が
村
の
最
高
指
導
者
の
役
目
で

は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
我
が
村

の
三
千
人
の
住
民
生
活
を
守
り
、

幸
せ
を
作
り
出
し
て
や
る
の
は

施
政
者
と
し
て
欠
か
せ
な
い
も

の
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ど
う

か
村
民
の
た
め
に
具
体
的
な
政

策
内
容
を
小
椋
村
長
と
し
て
の

心
の
内
を
お
示
し
戴
き
た
い
と

ご
質
問
申
し
上
げ
る
も
の
で
あ

り
ま
す
の
で
明
確
な
答
弁
を
求

め
ま
す
。



12
北塩原議会だより
No.169
平成 28 年 7月発行

『
編
集
後
記
』

　

村
民
の
皆
さ
ま
、
新
緑
溢

れ
る
爽
や
か
な
季
節
と
な
り

ま
し
た
が
、
い
か
が
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
。

　

議
会
は
、
皆
様
の
声
を
村

政
に
反
映
さ
せ
る
大
切
な
機

関
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
話

し
合
わ
れ
た
か
結
果
を
伝
え

る
の
が
「
議
会
だ
よ
り
」
で
す
。

　

村
民
の
皆
様
へ
分
か
り
や

す
く
、
読
み
や
す
い
「
議
会

だ
よ
り
」
に
す
べ
く
研
修
等

へ
の
積
極
的
な
参
加
な
ど
委

員
一
同
、
日
々
精
進
し
て
い
ま

す
。
皆
さ
ま
の
「
議
会
」
に

対
す
る
率
直
な
ご
意
見
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

委
員
一
同

〈
今
月
の
表
紙
〉

７
月
２
日
（
土
）
に
「
う

つ
く
し
ま
・
水
ウ
ォ
ー
ク

２
０
１
６　

き
た
し
お
ば
ら
大

会
in
裏
磐
梯
」
が
グ
ラ
ン
デ

コ
リ
ゾ
ー
ト
を
出
発
し
、
約

２
１
０
０
名
も
の
参
加
者
が
新

緑
に
溢
れ
る
小
野
川
湖
や
小
野

川
不
動
滝
な
ど
を
歩
き
爽
や
か

な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

編
集
委
員

　
「
住
民
に
読
ま
れ
る
・
議
会
活

動
が
伝
わ
る
議
会
広
報
の
基
本

と
編
集
技
術
」
と
題
し
、
広
報

研
修
が
５
月
20
日
に
郡
山
市
の

ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
で
開
催
さ
れ
、

当
村
の
議
会
だ
よ
り
も
、
講
師

の
方
に
実
際
に
見
て
も
ら
う
な

ど
、
多
く
の
改
善
点
が
挙
げ
ら

れ
、
今
後
、
住
民
の
方
に
よ
り

読
み
や
す
く
、
ま
た
、
読
ま
れ

る
た
め
の
議
会
だ
よ
り
の
作
成

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

▲【写真】より分かりやすく、読みやすい広報誌づくりへ

【写真】少子高齢化、人口減少に歯止めかけるための施策が早急に求められる

　

村
議
会
常
任
委
員
会
に
よ
る

所
管
事
務
調
査
が
６
月
21
日
か

ら
23
日
ま
で
、
北
海
道
の
京
極

町
及
び
黒
松
内
町
に
て
実
施
し

ま
し
た
。

　

２
町
は
当
村
も
加
盟
し
て
い

る
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
連

合
」
の
加
盟
自
治
体
で
、
当
村

と
も
自
然
環
境
や
産
業
と
い
っ

た
点
で
も
類
似
し
て
い
る
点
が

多
く
、
京
極
町
で
は
「
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
、
地
域
創
生
総
合
戦
略

に
基
づ
く
地
域
振
興
」
に
つ
い

て
同
町
の
現
状
と
施
策
に
基
づ

き
当
村
と
類
似
し
て
い
る
課
題

や
対
応
策
に
つ
い
て
協
議
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
黒
松
内
町
に
お
い
て

も
、「
産
業
の
振
興
」
に
つ
い
て

意
見
を
交
わ
し
、
各
自
治
体
が

抱
え
る
人
口
減
少
問
題
、
少
子

高
齢
化
と
い
っ
た
現
代
社
会
の

課
題
に
つ
い
て
、
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
ま
し

た
。

北海道「京極町・黒松内町」に学ぶ！
地域創生総合戦略に基づく地域振興と産業振興

住民に読まれる議会広報へ！
広報委員会が議会広報研修に参加


